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は じ め に

県教育委員会では、平成２５年度から平成３０年度までの県立高等学校の在り方に

ついて、関係部局や学校との意見交換、パブリックコメントや鳥取県教育審議会等で

の意見聴取等を実施しながら検討を進めてきた。

今後、県内の中学校卒業者数が４００人程度減少することが予想されること、また、

産業構造の変化、生徒、保護者や地域のニーズに応えることのできる教育内容が求め

られることから、

１ 今後見込まれる生徒数の減少へ対応する適正な学校規模

２ 社会や地域等のニーズに対応する特色のある学科・コース等

の二点を中心に、今後の県立高等学校の在り方に関する基本方針を作成したところ

である。

また、中山間地域の学校にあっては、地域において学校の果たす役割を再認識し、

地域が中心となって学校の在り方を検討するような新たな動きが出てきており、学校

の活力を維持し活性化を図っていく上で、地域と一体となって、地域のニーズに応じ

た検討を進めていくことが重要となっている。

今後、この平成２５年度から平成３０年度の県立高等学校の在り方に関する基本方

針をもとに、関係者等の意見を聞きながら、その内容を具体化・明確化していくとと

もに、その実現に向けて努めていく。

平成２４年１０月

鳥 取 県 教 育 委 員 会
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１ 検討の背景

平成１１年度における本県の中学校卒業者は８，０００人以上いたが、その後、年

々減少を続け、平成２４年３月には、約５，６７０人にまで減少することとなった。

この期間中、高校の大規模な統廃合や学級減を実施してきたが、今後も、県全体で、

さらなる生徒数の減少が見込まれており、平成３０年３月における中学校卒業者数は、

全県で約５，２４０人になると想定されている。

また、毎年度推計している卒業者見込み数は、年度が進むにしたがって減少してお

り、社会流出が主な要因であると考えられる。そのため、今後の卒業者見込み数も、

現在の推計値より少なくなることが予想される。
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郡市別児童生徒数の推移
（人） 平成２４年５月１日現在

東
部

中
部

西
部

H16
6,969

H10
8,156

中学校卒業者数 小学校・中学校児童生徒数 人口による推計

H24
5,677

H30推計
5,246

▲443人
（▲8学級）

▲324人
(▲8学級)

▲420人
(▲8学級)

▲729人
(▲10学級)

▲294人
(▲5学級)

▲269人
（▲4学級）

▲156人

▲85人

▲190人

全県
H24-H30
(▲431)

H39推計
4,930

▲96人

▲ 31人

▲189人

学校数の増減
全日制高校 28→22校
定通独立高校 0→ 2校

学級数 24学級の減

学校数の減少なし

学級数 19学級の減

今期検討期間 次期検討期間

全県
H30-H39
(▲316)
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２ 県立高等学校の在り方（平成２５年度～平成３０年度）

（１） 基本的な考え方

生徒数の減少に伴って学校の小規模化が進む中、教育の質の低下を招くことのな

いよう、活力と魅力のある高等学校をつくり、生徒が自ら目標に向かって主体的に

生きていく力や豊かな人間性を育成するための教育を一層推進する必要がある。

近年、再生可能エネルギーの導入などによるエネルギー転換や高齢化の進展など

産業構造、社会構造が変化する中で、生徒が自ら人生を切り拓いていくために、こ

のような変化に的確に対応する能力を身につけることが求められており、社会や生

徒・保護者のニーズに応えるため、新しい学科・コース等を設置する。

また、本県の発信力を高める各種メディア芸術についても体系的に学ぶことがで

きる教育内容を検討する。

さらに、平成１０年度から実施した高校教育改革により新たに設置された、個性

を尊重しながら主体的に学習できる総合学科や総合選択制の評価・検証を実施し

て、その在り方の検討を行うとともに、生徒数の減少等に伴い入学者が募集定員を

満たしていない中山間地域の高校の活性化の方策等についても検討を行う。

（２） 学校の規模

ア 学校の規模

平成２１年２月の答申では、「１学年当たり４学級から８学級程度の規模が適

当であると考えられるが、今後も続く生徒減少期にあっては、生徒や地域の状況

等も踏まえつつ、より学校の特色を打ち出していく観点から、１学年４学級を下

回る場合においても、当面は学校を維持していくことが望ましい。」とされてお

り、その考え方を基本的に尊重する。

ただし、中山間地域の学校で生徒数の減少が顕著な場合については、より特色

のある教育活動を展開し、生徒一人ひとりに対応したきめ細やかな指導を行うと

いう観点から、その地域の状況等に応じて、１学年の学級数を３学級未満にする

ことも検討する。

また、学級減に際しては、幅広く地域や学校等の意見を聞きながら対応するも

のとし、原則として、計画期間中の学校の再編成は実施しない。
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［全日制高校の規模（平成２４年度募集学級数）］

３学級 ４学級 ５学級 ７学級 ８学級 計

普 通 科 岩美 倉吉西、 倉吉東、境 八頭 鳥取東、鳥取西、 10校

鳥取中央育英 米子東、米子西

専門学科 智頭農林、 米子南 鳥取商業、鳥取工業、 ９校

倉吉農業 鳥取湖陵、倉吉総合産業、

米子工業、境港総合技術

総合学科 日野 青谷、米子 ３校

計 ４校 ５校 ８校 １校 ４校 22校

イ 今後必要となる学級減

平成３０年３月に見込まれる中学校卒業者数をもとに、県立高校と私立高校の

募集定員の比率を現在と同程度とした場合、平成３０年度の県立高校の募集定員

数は、平成２３年度よりも約３２０人減少する見込みであり、計画期間中に８学

級程度の学級減を行う必要がある。

具体的な学級減の対象とする学校については、各地域の中学校卒業者数の状況、

近年の入学者数、地域の産業の実情等を総合的に勘案しながら決定する。

また、平成２１年２月の答申では、「生徒減少期をきめ細かな指導ができる好

機ととらえ、各学校の実情に応じて学級定員を減じるべき」とされているが、本

県においては、既に県独自に、専門高校及び総合学科高校等において、３８人学

級を実施していること、また、教科ごとの状況に応じた習熟度別少人数授業など

に取り組んでいることなども踏まえ、当面は学級の定員数は減じない。

（計画期間中の学級減の予定）
年 度 地区 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

東部 ４学級程度＜平成２６年度までに２学級＞削 減

中部 ２学級程度＜平成２７年度以降に実施＞学級数

⻄部 ２学級程度＜平成２６年度までに１学級＞
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（３） 特色ある学科やコース

地域産業の活性化や地域を支える人材の育成を図る観点から、生徒や保護者、地

域等のニーズに対応する教育内容を提供する。

各学校は、地域と連携しながら教育を推進することにより、特色や魅力のある学

校づくりを行う。

社会が求める新たな分野については、それに対応するための学科やコースなどの

編成により対応する。

ア 環境エネルギーの分野

わが国は、今後、エネルギーの有効利用を促進するような社会になることが期

待されており、本県でも、魅力ある豊かな自然環境を保全する活動を進めるとと

もに、風力、太陽光、バイオマスなどの再生可能な自然エネルギーの活用に積極

的に取り組みつつある。

このような社会の変化を見据えて、多様なエネルギーを活用するための電気・

電子分野、環境化学分野等の基礎的な知識や技術を持った人材の育成を図るため、

環境エネルギー分野の新たな学科やコースを工業学科に編成する。

イ 福祉の分野

今後、さらなる高齢化の進展に伴い、介護福祉士等の福祉人材の確保は、本県

の重要な課題であるが、県内養成機関への志願者数はここ数年増加しておらず、

特に、高校生の志願者が少ないという現状があり、福祉教育の一層の推進が求め

られている。

そこで、高齢者、障がい者等の福祉に関する様々な知識や技術を幅広く学習し、

福祉社会の実現に広く貢献できる人材を育成するため、既存の学科やコースの教

育内容の充実を図るとともに、総合学科における福祉関連の系列の内容を一層充

実させる。
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ウ 文化芸術の分野

本県には、メディア芸術分野において、新しい文化を創造する土壌がある。現

在、それらを活用して、観光、教育・文化、産業振興などを促進するような取組

が始まっており、総合学科に各種メディア芸術を体系的に学ぶことができる系列

の設置を検討する。

また、これと併せて、創造力育成の基盤として、音楽、美術、演劇分野などを

学ぶことができる環境づくりに努めるとともに、教育内容の充実を図る。

エ 既存の学科など

平成１０年度から実施した高等学校教育改革により、新たに設置された総合学

科高校や単位制高校、総合選択制高校などについて、その成果と課題を評価・検

証するとともに、既存の学科やコースについても、今後の産業構造の変化や地域

や保護者等のニーズを踏まえて、評価・検証を行う。

（ア）総合学科の見直し

総合学科については、「幅広い選択科目の中から生徒が自ら科目を選択し学

ぶことが可能であり、生徒の個性を生かした主体的な学習を重視すること」や

「将来の職業選択を視野に入れた自己の進路への自覚を深めさせる学習を重視

すること」などが特色であるが、近年、志願者が減少し、入学者が募集定員を

満たさない学校もある。このような状況において、総合学科の理念や特長を生

かし、文化芸術分野の系列を設定するなど、より一層魅力を高めるよう全般的

な見直しを行う。

（イ）その他既存学科等の充実

その他の既存の学科やコースについても、農林水産業における生産と加工・

販売の一体化や、地域資源を活用した新たな産業の創出など、産業構造の変化

が進んでいることを踏まえて、今後の専門学科の在り方を検討する。

また、高校教育改革で新たに設置された総合選択制や昼間定時制などの学校

や学科についても評価・検証を行う。

さらに、学科やコースの特徴をより一層生かせるよう、他県でも導入が進ん

でいる「くくり募集（※）」を、既存の学科やコースへ導入することも検討す

る。



- 6 -

※くくり募集・・・いくつかの学科やコース等の募集を⼀括して⾏い、⽣徒が⼊学後、それぞれの学
科等の内容等を⼗分理解した後に、所属する学科等を決定するもので、１年次は
共通の教育課程で学習しながら⾃分の進路や適性について時間をかけて考え、２
年次に⽣徒の希望や成績等に基づいて学科等を選択する。
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３ 地域と連携した教育の推進

本県の中山間地域の高等学校では、生徒数の減少に伴い、入学者が募集定員を満た

していない学校もあり、このまま学校の小規模化が進めば、将来的に学校の存続が危

うくなることも考えられる。

本県では、平成２３年度に日野高校の在り方を考える協議会が設立され、地域で高

校を支援する体制づくりの検討など、地域の中で学校の在り方を考える新たな動きが

出てきている。

隣県の島根県では、地域が学校と連携して学校の魅力化の向上を進め、県外出身者

の入学者数の増加により学級数が増加するなど、地域が積極的に学校に関わって学校

の活性化が図られているような事例がある。（島根県立隠岐島前高等学校）

中山間地域の学校については、このような事例も参考にしながら、地域と連携して

魅力や特色のある学校づくりを推進する。
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４ 平成３１年度以降の県立高等学校の在り方の検討に向けて

平成３１年度以降も引き続き中学校卒業者数が減少していくことから、学校がより

小規模化していくことが予想され、学科やコース等の改編等を含めた学校の再編成を

行うことも視野に入れながら検討していく必要がある。

平成３１年度以降の県立高等学校の在り方については、なるべく早い時期に鳥取県

教育審議会に諮問する。

なお、策定に当たっては、地域や生徒、保護者等のニーズを踏まえながら、また、

関係者及び関係機関と十分に意見交換を行いながら検討を進めていく。
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高等学校教育改革における全校の概要（平成18年度以降）

高 等 学 校 課

［全日制課程］

平成１８年度の状況 平成２５年度の各高等学校の状況
学 校 名 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

学科名 小学科･ｺｰｽ名 大学科 小 学 科 ・ コ ー ス 名

普通⑦ 普 通⑦ 普通⑦ 普 通 科⑦
鳥 取 東

理数① 理 数① 理数① 理 数 科①

人文科学ｺｰｽ④ 普 通⑧ ] 普 通⑧

鳥 取 西 普通⑨ 自然科学ｺｰｽ⑤ [人文科学④] (コース制廃止) 普通⑧ 普 通 科⑧

[自然科学④

商業⑥ 商 業③ 商 業⑥ 商 業⑥ 商 業⑤

国際経済① 英 語① 英語学科募集停止
鳥 取 商 業 商業⑤ 商 業 科⑤

情報管理②

英語② 英 語②

工業⑤ 機 械① 機 械① 機 械① 工業④ 機 械 科①

電 気① 電 気① 電 気① 電 気 科①

制御・情報① 制 御 ・ 情 報① 制 御 ・ 情 報① 制御･情報科①
鳥 取 工 業

建築環境① 建設工学① 建設工学① 建設工学科①

都市環境① [土木･建築] (コース制廃止)

理数工学① 理数工学① 理数工学① 理数工学① 理数工学① 理数工学科①

農業② 食品システム① 食品ｼｽﾃﾑ① 食品ｼｽﾃﾑ① 総合選択制

緑地デザイン① 緑地ﾃﾞｻﾞｲﾝ① 緑地ﾃﾞｻﾞｲﾝ① 農業② 食品システム科①

工業② 電子機械① 電子機械① 電子機械① 緑地デザイン科①
鳥 取 湖 陵

電子電気① 人間環境② 人間環境① 工業① 電子機械科①

家庭① 人間環境① 情報科学① 情報科学① 家庭① 人間環境科①

情報① 情報科学① 情報① 情報科学科①

［設置系列］
青 谷 総 合④ 総合④

人文科学､自然科学､国際文化､ﾋﾞｼﾞﾈｽ探求､生活・ｽﾎﾟｰﾂ科学､芸術探求

普 通 ｺ ｰ ｽ① 普 通③

岩 美 普通③ 情報ﾋﾞｼﾞﾈｽｺｰｽ① (コース制廃止) 普通③ 普 通 科③

福 祉 ｺ ｰ ｽ①

理数① 理 数① 普通⑦ 普通⑦ 普 通 科⑦

国際英語① 国際英語① [総合④、体育① （総合コース④、体育コース①、
八 頭

普通⑥ 総合コース⑤ 探究文科①、 探究文科コース①、探究理科コース①）

体育コース① 探究理科①]

農業③ 園芸科学① 園芸科学① 農業③ 園芸科学科①

森林科学① 森林科学① 森林科学科① 80
智 頭 農 林

環境科学① 生活環境① 生活環境科①

家庭① 生活デザイン① 家庭学科募集停止

普 通⑤
倉 吉 東 普通⑥ 普 通⑥ 普通⑤ 普 通 科⑤

単位制
倉 吉 西 普通⑤ 普 通⑤ 普 通 ④ 普通④

普通科④

生物生産① 生 物① 農業③ 生物科①

園 芸① 食 品① 食品科①
倉 吉 農 業 農業④

環境科学① 環 境① 環境科①

環境土木①

工業② 機械システム① 機械ｼｽﾃﾑ① 機 械① 総合選択制

電気システム① 電気ｼｽﾃﾑ① 電 気① 工業② 機械科①

商業② 会計システム① ビジネス① ビジネス① 電気科①
倉吉総合産業

情報処理ｼｽﾃﾑ① 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ① 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ① 商業① ビジネス科①

家庭① 生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ① ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術① 情 報① 家庭① 生活デザイン科①

情報① ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術① 情報① 情報科①

普通④ 普 通④ 普通⑤ 普通④ 単位制

鳥取中央育英 体育① スポーツ科学① [普通④、体育①] [普通③、体育①] 普通④ 普 通 科④

体育学科募集停止 （普通ｺｰｽ③、体育ｺｰｽ①）

生命科学ｺｰｽ① 普 通 科⑧
米 子 東 普通⑧ 普通⑧

普 通ｺｰｽ⑦ （普通コース⑦、生命科学コース①）

米 子 西 普通⑧ 普 通⑧ 普通⑧ 普 通 科⑧

〔設置系列〕
米 子 総 合④ 総合④

国際文化､環境科学､観光ﾋﾞｼﾞﾈｽ､工芸ﾃﾞｻﾞｲﾝ､生活福祉､健康ｽﾎﾟｰﾂ

商業④ 会計ﾋﾞｼﾞﾈｽ① ﾋﾞｼﾞﾈｽ情報③ 商業③ ビジネス情報科③

情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ① 生活文化① 家庭① 生活文化科①(環境文化ｺｰｽ・調理ｺｰｽ)

情報ｼ ｽ ﾃ ﾑ① [環境文化･調理]
米 子 南

社会科学①

家庭① 生活文化①

環境文化ｺｰｽ

調理ｺｰｽ

機 械① 工業⑤ 機 械 科①

電 気① 電 気 科①

情報電子① 情報電子科①

米 子 工 業 工業⑤ 都市環境① 都市環境科①(建設ｺｰｽ､環境化学ｺｰｽ)

建設ｺｰｽ 建 築 科①

環境科学ｺｰｽ

建 築①

単位制
境 普通⑥ 普 通⑥ 普通⑤ 普通⑤

普通科⑤

水産② 海 洋① 海 洋① 総合選択制

食 品① 食品・ﾋﾞｼﾞﾈｽ① 水産② 海 洋 科①

工業② 機 械① 機 械① 食品・ビジネス科①

境港総合技術 電気電子① 電気電子① 工業② 機 械 科①

商業① ビジネス① 福 祉① 電気電子科①

福祉① 福 祉① 商業学科募集停止 福祉① 福 祉 科①

〔設置系列〕

日 野 総 合③ 総合③ 進学、音楽、ｱｸﾞﾘﾗｲﾌ、福祉・健康、

情報･ﾋﾞｼﾞﾈｽ

［定時制課程・通信制課程］

定時制 総 合(午前)① 定時制 総 合③

(午後)① （午前①・午後①・夜間①）90人
鳥 取 緑 風

(夜間)① 通信制 普通科 約80人

通信制 普 通 約80人

倉 吉 東 定時制 普 通（夜）① 定時制 普通（夜）40人

米 子 東 定時制 普 通（夜）① 定時制 普通（夜）30人

定時制 総 合(午前)① 定時制 総 合②

米 子 白 鳳 (午後)① （午前①・午後①） 60人

通信制 普 通 約80人 通信制 普通科 約80人

注）◯数字は１学年の学級数。アンダーラインは学級減。

【資料２】



［ ］ （ 、 ）全日制課程 ○印：学級数 ▲：学級減
区分 学校名 １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

鳥取東 ⑩ ▲１ ▲１ ⑧
鳥取西 ⑫ ▲２ ▲１ ▲１ ⑧普
岩美 ④ ▲１ ③通
八頭 ⑩ ▲１ ▲１ ▲１ ⑦東

鳥取商業 ⑦ ＋１ ▲１ ▲１ ▲１ ⑤部

専
鳥取工業 ⑥ ▲１ ⑤地

門
鳥取湖陵 ⑥ ▲１ ⑤区
鳥取西工 ④
鳥取農業 ④
智頭農林 ④ ▲１ ③

青谷 ⑤ ▲１ ④
総
合

倉吉東 ⑥ ▲１ ⑤
倉吉西 ⑥ ▲１ ▲１ ④

普
中央育英 ⑤ ▲１ ④中

通
由良育英 ⑤部

赤碕 ③地
倉吉農業 ④ ▲１ ③区

専 倉吉総産 ⑥ ▲１ ⑤
門 倉吉産業 ⑤ ▲１

倉吉工業 ⑤ ▲１
米子東 ⑨ ▲１ ⑧

普
米子西 ⑨ ▲１ ⑧

通
境 ⑦ ▲１ ▲１ ⑤

米子南 ⑤ ▲１ ④
米子工業 ⑤ ⑤西

専 淀江産技 ③ ▲１部
門 境港総技 ⑥ ▲１ ⑤地

境水産 ③区
境港工業 ④

米子 ④ ④
総 日野 ④ ▲１ ③
合 根雨 ③

日野産 ②

【資料３】



県立高等学校の入学状況（Ｈ２１～Ｈ２４）

       （単位：人）

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 入学者 不足数 充足率 入学者 不足数 充足率 入学者 不足数 充足率 入学者 不足数 充足率

普通 280 280 280 280 285 0 101.8% 283 0 101.1% 280 0 100.0% 280 0 100.0%

理数 40 40 40 40 40 0 100.0% 40 0 100.0% 40 0 100.0% 40 0 100.0%

鳥取西 普通 320 320 320 320 323 0 100.9% 323 0 100.9% 327 0 102.2% 330 0 103.1%

鳥取商業 商業 228 190 190 190 231 0 101.3% 193 0 101.6% 192 0 101.1% 193 0 101.6%

工業 152 152 152 152 153 0 100.7% 147 △ 5 96.7% 154 0 101.3% 151 △ 1 99.3%

理数工学 38 38 38 38 38 0 100.0% 39 0 102.6% 39 0 102.6% 36 △ 2 94.7%

農業 76 76 76 76 75 △ 1 98.7% 76 0 100.0% 77 0 101.3% 76 0 100.0%

工業 38 38 38 38 33 △ 5 86.8% 38 0 100.0% 31 △ 7 81.6% 38 0 100.0%

家庭 76 76 38 38 75 △ 1 98.7% 76 0 100.0% 38 0 100.0% 38 0 100.0%

情報 38 38 38 38 39 0 102.6% 38 0 100.0% 38 0 100.0% 38 0 100.0%

青谷 総合 152 152 152 152 152 0 100.0% 150 △ 2 98.7% 105 △ 47 69.1% 139 △ 13 91.4%

岩美 普通 114 114 114 114 100 △ 14 87.7% 96 △ 18 84.2% 89 △ 25 78.1% 105 △ 9 92.1%

八頭 普通 320 320 280 280 327 0 102.2% 325 0 101.6% 283 0 101.1% 283 0 101.1%

智頭農林 農業 80 80 80 80 77 △ 3 96.3% 69 △ 11 86.3% 52 △ 28 65.0% 73 △ 7 91.3%

倉吉東 普通 240 240 200 200 248 0 103.3% 240 0 100.0% 201 0 100.5% 203 0 101.5%

倉吉西 普通 160 160 160 160 162 0 101.3% 160 0 100.0% 160 0 100.0% 159 △ 1 99.4%

倉吉農業 農業 152 152 114 114 108 △ 44 71.1% 122 △ 30 80.3% 81 △ 33 71.1% 68 △ 46 59.6%

工業 76 76 76 76 79 0 103.9% 78 0 102.6% 76 0 100.0% 71 △ 5 93.4%

商業 38 38 38 38 39 0 102.6% 39 0 102.6% 39 0 102.6% 39 0 102.6%

家庭 38 38 38 38 39 0 102.6% 39 0 102.6% 38 0 100.0% 40 0 105.3%

情報 38 38 38 38 38 0 100.0% 39 0 102.6% 37 △ 1 97.4% 38 0 100.0%

鳥取中央育英 普通 160 160 160 160 163 0 101.9% 160 0 100.0% 162 0 101.3% 157 △ 3 98.1%

米子東 普通 320 320 320 320 320 0 100.0% 322 0 100.6% 323 0 100.9% 321 0 100.3%

米子西 普通 320 320 320 320 319 △ 1 99.7% 322 0 100.6% 323 0 100.9% 320 0 100.0%

米子 総合 152 152 152 152 152 0 100.0% 153 0 100.7% 152 0 100.0% 154 0 101.3%

商業 114 114 114 114 115 0 100.9% 115 0 100.9% 114 0 100.0% 117 0 102.6%

家庭 38 38 38 38 38 0 100.0% 39 0 102.6% 39 0 102.6% 38 0 100.0%

米子工業 工業 190 190 190 190 168 △ 22 88.4% 191 0 100.5% 188 △ 2 98.9% 195 0 102.6%

境 普通 240 240 200 200 239 △ 1 99.6% 240 0 100.0% 201 0 100.5% 200 0 100.0%

水産 76 76 76 76 76 0 100.0% 78 0 102.6% 77 0 101.3% 76 0 100.0%

工業 76 76 76 76 76 0 100.0% 77 0 101.3% 76 0 100.0% 75 △ 1 98.7%

商業 38 38 39 0 102.6% 38 0 100.0% 0 #DIV/0!

福祉 38 38 38 38 38 0 100.0% 38 0 100.0% 39 0 102.6% 38 0 100.0%

日野 総合 114 114 114 114 77 △ 37 67.5% 64 △ 50 56.1% 51 △ 63 44.7% 47 △ 67 41.2%

〔学校要覧より　５／１現在在籍数〕

定員

米子南

境港総合技術

学校名 学科

鳥取東

鳥取工業

鳥取湖陵

倉吉総合産業

【資料４】



【学級定員の推移】

Ｈ１７～Ｈ２３学 科 年度 Ｓ４８～ Ｓ６２～ Ｈ４～ Ｈ５～ Ｈ６～ Ｈ１１～
(３８)普通 鳥取県 ４２ ４５ ４４(４０) ４０ ４０

国の規準 ４５ ４０
３８商業・家庭 鳥取県 ４０

国の規準 ４５ ４０
農業・工業 鳥取県 ３８
・水産 国の規準 ４０

３８その他 鳥取県 該当学科なし ４０
国の規準 該当学科なし ４０

（ ）は、一部の学校の学級編制規準

【資料５】



【資料６】
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今後の県立高等学校の在り方に関する基本方針(平成25年度～平成30年度)

【 概 要 】

平成24年10月31日

高 等 学 校 課

１ 検討の背景

平成24年3月の中学校卒業者数は約5,670人であるが、今後の生徒数の減少により、平成30

年3月における中学校卒業者見込数は全県で約5,240人となり、今後、中学校卒業者数が400人

程度減少することが想定される。

２ 県立高等学校の在り方

ア 学校の規模

○平成21年２月の答申中、「１学年４学級を下回る場合においても当面

学校の規模 は学校を維持する」という考え方を基本的には尊重し、中山間地域の

学校で生徒数の減少が顕著な場合については、より特色のある教育活

動を行う観点から、その地域の状況等に応じ、３学級未満にすること

も検討

○平成30年度までに８学級程度の学級減が必要

今後の学級減 ○具体的な学級減については、各地域の中学校卒業者数の状況、近年の

入学者数、地域の産業の実情等を総合的に勘案しながら決定
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郡市別児童生徒数の推移
（人） 平成２４年５月１日現在

東
部

中
部

西
部

H16
6,969

H10
8,156

中学校卒業者数 小学校・中学校児童生徒数 人口による推計

H24
5,677

H30推計
5,246

▲443人
（▲8学級）

▲324人
(▲8学級)

▲420人
(▲8学級)

▲729人
(▲10学級)

▲294人
(▲5学級)

▲269人
（▲4学級）

▲156人

▲85人

▲190人

全県
H24-H30
(▲431)

H39推計
4,930

▲96人

▲ 31人

▲189人

学校数の増減
全日制高校 28→22校
定通独立高校 0→ 2校

学級数 24学級の減

学校数の減少なし

学級数 19学級の減

今期検討期間 次期検討期間

全県
H30-H39
(▲316)
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イ 特色ある学科やコースの編成

環境エネルギー 本県では、再生可能な自然エネルギーの活用に積極的に取り組みつつ

分野 あり、今後、エネルギーの有効利用の促進が期待される中、多様なエネ

ルギーを活用するための電気・電子、環境化学分野等における基礎的な

知識や技術を持った人材の育成を図るため、環境エネルギー分野の新た

な学科やコースを工業学科に編成する。

福祉の分野 高齢者、障がい者等の福祉に関する様々な知識や技術を幅広く学習し、

福祉社会の実現に広く貢献できる人材を育成するため、既存の学科やコ

ースの教育内容の充実を図るとともに、総合学科における福祉関連の系

列の内容を一層充実させる。

文化芸術の分野 本県には、メディア芸術分野において、新しい文化を創造する土壌が

ある。現在、それらを活用して、観光、教育・文化、産業振興などを促

進するような取組が始まっており、総合学科に各種メディア芸術を体系

的に学ぶことができる系列の設置を検討する。

また、創造力育成の基盤として、音楽、美術、演劇分野などを学ぶこ

とができる環境づくりに努めるとともに、教育内容の充実を図る。

既存の学科など 平成10年度以降の高校教育改革で新たに設置された総合学科について、

その理念や特長を生かし、文化芸術分野の系列を設定するなど、一層魅

力を高めるために系列の見直しを行う。

また、その他の既存の学科やコースなどについても、今後の在り方を

検討するとともに、総合選択制や昼間定時制などの学校や学科について

も評価・検証を行う。

３ 地域と連携した教育の推進

本県の中山間地域の学校では、生徒数の減少に伴い、入学者が募集定員を満たしていない

学校もあり、このまま学校の小規模化が進めば、将来的に学校の存続が危うくなることも考

えられる。このような中、地域が学校と連携して学校の新たな在り方を考えるような動きが

出てきている。

島根県では、地域が学校と連携して学校の魅力を高め、県外からの入学者数が増加して学

校の活性化が図られているような事例もある。

このような他県の例も参考にしながら、中山間地域の学校について、地域と連携して魅力

や特色のある学校づくりを推進する。

４ 平成31年度以降の県立高等学校の在り方の検討に向けて

平成31年度以降も生徒数が大幅に減少していく中にあって、学校がより小規模化していく

ことが予想されることから、学科やコース等の改編等を含めた学校の再編成を行うことも視

野に入れながら検討を進める。

平成31年度以降の県立高等学校の在り方については、なるべく早い時期に県教育審議会に

諮問する。
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